
平成 24 年 6 月 12 日発行 治水特別号 第 703 号

－ 1－ － 1－

発　行　全 国 治 水 期 成 同 盟 会 連 合 会

	 東京都千代田区平河町2－7－5（砂防会館内）
	 電　話　03（3222）6663		 FAX　03（3222）6664
	 ホームページ	 http://zensuiren.org/
	 お問い合わせ	 zensuiren@k2.dion.ne.jp
	 編 集 ・ 発 行 	 下 川 　 順

竹内功鳥取市長「特別講演」	……………………………………………………………………………………… 2
同資料………………………………………………………………………………………………………………… 9	

目　　次

21
21

千代川河口より鳥取市内を望む



平成 24 年 6 月 12 日発行 治水特別号 第 703 号

－ 2－

 

 

鳥 取 市 長 略 歴 

  

氏 名     竹 内   功（たけうち いさお） 

生年月日    昭和２６年１２月１８日 

出身地     鳥取県鳥取市 

現住所     鳥取市西町３丁目４１４番地 

 

学 歴  昭和４５年３月  鳥取県立鳥取西高等学校卒業 

         ４９年３月  東京大学法学部卒業（法学士） 

 

経 歴  昭和４９年４月  建設省入省 

         ５４年６月  米国ワシントン大学留学（行政学修士号取得） 

         ６０年４月  島根県土木部管理課長 

      平成 ２年２月  綿貫民輔建設大臣秘書官 

          ４年７月  建設大臣官房政策課統括計画官 

５年７月  建設省住宅局住宅企画官 

７年４月  鳥取県企画部長 

１０年６月  建設省住宅局民間住宅課長 

１１年７月  建設省住宅局住宅総務課長 

１３年１月  国土交通省中国地方整備局副局長 

１３年８月  同 上   退職 

平成１４年４月１５日  鳥取市長 就任（現在３期目） 

           

主な役職 

全国市長会 相談役 

全国特例市市長会 会長 

鳥取県市長会 会長 

全国市長会 都市と観光に関する研究会 委員 

同    地方分権改革検討会議 委員 

財団法人 鳥取県市町村振興協会 理事長 

 

 



平成 24 年 6 月 12 日発行 治水特別号 第 703 号

－ 2－ － 3－

「殿ダム等による千代川の治水対策」について
　

本日は、全国治水期成同盟会連合会のこの会に
お招きをいただきまして、大変光栄に存じており
ます。陣内会長さんや岩井先生を初めとして、各
県あるいは各市の皆様方や諸先輩の皆様方が多く
集まっておられますところでのお話で、緊張いた
しておりますが、「殿ダム等による千代川の治水
対策」という題目でまとめさせていただきました
ので鳥取の状況などについて、ご報告をさせてい
ただきたいと思います。

1、鳥取市の紹介
鳥取市は、鳥取県の東部に位置し、中国地方整

備局の広島から一番遠い県庁所在都市ということ
になります。
この鳥取市で千代川の治水事業というのは、こ

れまでを振り返ってみましても、さまざまな歴史
的経過を経て、殿ダムの完成によってほぼ出来上
がったかと思います。
鳥取市の行政面積、人口をご覧いただいていま

すが、本年 3月末の人口は、市町村合併をしまし
て、20 万人を超えていましたが、徐々に減少して、
19 万 5039 人となっています。
鳥取市には、市街地に隣接した久松山という山

に鳥取城跡があります。戦国時代、毛利勢力の拠
点でしたが、後の豊臣秀吉の「兵糧攻め」という
戦いにおいて、千代川は、日本海と接する鳥取港、
今の賀露港を介して鳥取城へ食糧を運ぶ航路とし
て利用されました。しかし、秀吉の「兵糧攻め」
によって、千代川を通じて食糧を運ぶことができ
なかったという歴史があります。
現在の鳥取城跡は、国指定の史跡になっていま

して、石垣の整備を行っており、さらに大手門の
復元整備に向けた準備も進めています。
鳥取城跡の珍しい石垣として、こちらが「巻石

垣」というものです。これは、石垣を補強する目
的だったのではないかということですが、球面を
使った大変珍しい石垣で、最近復元が完了しまし
た。

これは仁風閣という建物ですが、1907 年に、
当時の池田侯爵の別荘として建てられた明治の洋
風建築で、皇太子（後の大正天皇）が、山陰にお
越しになられたときの宿舎として使用されまし
た。鳥取城跡内にあって、105 年が経過している
建物で、国指定の重要文化財として保存されてい
ます。
また、これは、「ふるさと」の歌碑です。
“	兎追いしかの山　小ぶな釣りしかの川　夢は			
今もめぐりて　忘れがたきふるさと ”
鳥取市出身の岡野貞一さんが作曲、文部省唱歌
を作曲した著名な方（鳥取市名誉市民）で、この
歌ばかりでなく、たくさんの童謡唱歌を世に送り
出されています。
この歌のふるさとは、鳥取だと我々はよく言っ
ていますが、作詞者の高野辰之さんは、長野県の
方で、長野では、「ふるさと」は、たいへんよく
地域の歌として歌われていると聞いています。
昨年、東日本大震災があって、各地で「ふるさ
と」を歌う人がたくさんおられたのですが、我々
もそういう姿を、涙を流しながら感じていたわけ
であります。
これは、鳥取市中心市街地で毎年 8月、鳥取の
夏の風物詩ともなっている「鳥取しゃんしゃん祭」
です。
このしゃんしゃん祭では、4千人を超える踊り
子による傘踊りが披露され、市内の目抜き通りを
ぐるっと巡回する大きな祭りとなっています。毎
年約 15 万人の多くの観光客で賑わっています。
また、鳥取市は、鳥取砂丘が有名ですが、この
地域は、山陰海岸国立公園、さらにそれよりもっ
と広い地域が、山陰海岸ジオパークとなっていま
して、世界ジオパークネットワークに加盟（国内
に5箇所、4箇所目）しています。ジオはジオロジー
とか、ジオグラフィのジオですが、地質とか地球
とかそういったような意味だと思いますが、最近
は、山陰海岸国立公園という以上に山陰海岸ジオ
パークといっています。
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我々は、ジオパークの中に生きて、ジオパーク
の自然の中でいろいろな生活を営んでいるという
ような意識をこれからどんどん醸成していきたい
と思っています。
ジオエリアには、海岸地域ばかりでなく、内陸

部の雨滝のような地域もあります。雨滝のように
落差があって滝が出来ることもやはり日本海形成
に伴う地殻の変動が影響しているもので、ここも
ジオパークの一部になっています。
山陰海岸ジオパークは、西は鳥取砂丘西端の白

兎海岸から丹後半島の経ヶ岬まで約 110km、京
都府、兵庫県、鳥取県 3県にまたがる区域となっ
ています。
景色の大変いいところですし、海と山の自然豊

かな中でいろいろな食べ物のおいしさなど、大変
豊かな生活環境の中で生活が営まれている地域で
あると自負しています。
山陰海岸ジオパークの特徴として、砂丘・砂州、

海食崖・洞門、海岸段丘、火山、節理、こういっ
た地形・地質が観察できるというものです。
鳥取市のジオスポットは、風紋のある砂丘、こ

れが砂丘の中のらっきょう畑ですが、毎年 10 月
末～ 11 月頃、赤紫のかわいい花が畑一面ジュー
タンのようにたくさん咲き誇ります。（鳥取市の
花は「らっきょうの花」です）
本日も、実は、らっきょう販売促進のため、東

京の関係者と会ってきたところです。
これは、砂で造られた池で、砂丘のそばにある

池です。また、湖山池という大きな池・潟湖です
が、白兎海岸、雨滝もジオ地域です。
このように主なジオスポットをご紹介しました

が、皆様も関心をお持ちの方もおありだと思いま
すので、「ぜひお越しください」とお願いしてお
きたいと思います。
その他、鳥取市では、保護・保全と体験学習と

人材育成活動、こういったことをジオパークにお
けるスポット事業として取り組んでいまして、鳥
取市の現在を紹介する一環として、ぜひご承知い
ただきたい思います。
また、砂丘ジオパークエリアに今年 4月に、世

界で唯一の砂像展示専門の屋内美術館として「鳥
取砂丘砂の美術館」をオープンいたしました。
2006 年から 4 期にわたって、アフリカをテーマ

とした動物の砂像など、毎期テーマを変え、開催
をしてまいりまして、来場者が 100 万人を超えて
います。
砂像彫刻というのは、材料が砂と水のみという
ことで、何かセメントでも混ぜて固めているので
はないかというのはまったく誤りでありまして、
砂を水でしっかりと締め固めて少し力も加えて、
そうしたものを削り出しているという彫刻です。
製作、展示過程をご覧いただいていますが、展
示が終わりますと砂は、また崩して再利用します。
混ぜ物を使ってないので何回も使えるということ
で、「儚さゆえの美しさ」とも言われています。
本日は、資料を同封しておりますので、ぜひそ
ちらも、あとで見ていただきたいと思います。

2、千代川の治水対策について
鳥取県の河川は、ご覧のように、東の鳥取市に
は、千代川があります。これが一級河川千代川の
流域です。千代川流域は、流域面積が約1,190km2、
幹川流路延長は約 52kmですので幹川流路延長か
ら見ると短い水系だと思います。流域は、鳥取市
と智頭町、八頭町、若桜町の 1市 3町と鳥取県東
部のほぼ全体にわたっております。河川管理は、
直轄の鳥取河川国道事務所が行っています。
千代川河口の状況ですが、以前は、右側の賀露
港に流れ込んでいたのですが、東に付替えて、現
在の河口の姿となっています。後方が、鳥取市内
で、概ね河口から約 6kmの範囲は平地で、鳥取
市街地が広がっているという状況です。
これは、先程の久松山の方（北側から南側方向）
から望んだものですが、JR 鳥取駅、後方に殿ダ
ムのある国府町から流れる袋川、その南側に大路
川があり、いずれも千代川に注いでいる状況です。
千代川の特徴として、下流域の鳥取市内の地盤
高は、千代川の水位より低くなっていまして、こ
れまでかなり大きな洪水に見舞われてまいりまし
た。そこで、河道の付替えとか、堤防整備などを
行ってきました。
昭和 54 年の戦後最大の洪水では、実積水位が
6.78m ということで、千代川では大きな破堤はな
かったのですが、その洪水位は、鳥取市役所のだ
いたい 1階の上くらいの高さで、千代川は、高い
堤防を備えた河川となっています。
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千代川流域の雨量ですが、鳥取市の年間平均降
水量は、約 2,000mmとなっていまして（山間部
は少し高い）全国平均の約 1,600mm、中国地方
平均の約 1,700mmよりも多くなっています。
最近の気象状況ですが、気象庁鳥取観測所に

おいて、この 30 年あたりで、年平均気温が約
1 度上昇しています。雨量については、日雨量
100mm以上の大雨が発生する日数は、過去 30 年
で約 2倍になっています。これは、全国平均の 1.2
倍よりやや大きくなっています。やはり、豪雨の
傾向が見られるということが言えます。
千代川のこれまでの大洪水被害ですが、大正 7

年 9 月の洪水は、2日雨量が 204mmで、破堤し
て大変大きな被害をもたらしました。被害状況は、
13,888 戸の家屋被害がありましたし、田畑の浸水、
人命も失われたということで、千代川治水事業の
大きな出発点となっています。
最近の洪水では、昨年 9 月の台風 12 号で、2

日雨量 269mm、このときの家屋被害が、2 戸に
とどまったということ、当時大正 7年は人口・戸
数も少なかった思いますが、治水の大きな効果が
伺われますし、治水事業に大変感謝するものであ
ります。
鳥取市役所玄関前には、大正 7年 9月の大洪水

の浸入線の高さを表示しています。
庁舎は、昭和 39 年に建てられたものですが、

ここに洪水侵入線というのが書いてありまして、
標高 7.22m、ちょうどこの前に立つとだいたい人
の顔ぐらいの高さになりますが、当時、こうした
ことが大いに意識されていたということがわかり
ます。
千代川の戦後最大の洪水は、昭和 54 年 10 月の

台風 20 号ですが、ご覧のように、県庁前の交差
点が、川のような状態になっていますし、西側の
湯所川も増水して浸水している状況です。
千代川の最近の水害は、昨年 9月の台風 12 号

ですが、先程も治水課長さんのお話で、近畿地方
などで大変大きな災害が起きておりますが、進路
として中国地方を横断しました。
千代川には千代橋、八千代橋という橋がありま

すが、千代川という名前の由来は、昔、千体の仏
像を流したことから千代川というような言われ方
と因幡一国数郡の流れがこの川に集まり、大河と

なることから千谷川から千代川に転じたというよ
うに言われています。
この千代川がこのような大洪水となって、こ
こに行徳水位観測所がありますが、氾濫注意水
位 4.7mを超え、ピーク水位が 5.01mまで上昇し、
破堤こそしませんでしたけれども、大変皆がひや
ひやしておりました。
この台風は、平成 10 年、16 年に次ぐ洪水とな
り、各地で住宅被害や避難指示、避難勧告も出さ
れました。被災状況ですが、市内の河川敷の野球
場、サッカーグランドなどは、すべて全滅状態に
なりました。
千代川の治水対策ですが、これは江戸時代の千
代川の治水の状況です。このように、袋川が大き
く曲がり、町の中心部を流れ本川へ合流、千代川
の本川がまた大きく曲がって日本海に注ぐのです
が、どういうことをしてきたかと言いますと、先
程大正 7年の大洪水がきっかけにということを申
し上げましたが、河口の付替え、下流部を大きく
蛇行して海に流れていたのを直の河道として流れ
やすくしたこと、本川付替えなど大きな工事だっ
たと思います。
袋川の付替えですが、袋川は、川幅が狭く、市
街地を通っていました、それをここでまっすぐに
千代川本川に合流させる工事（昭和 3年～昭和 9
年）が行われました。現在、新袋川と呼ばれ、付
替え前の川が旧袋川になっています。
このあたりですが、大路川の合流付近の付替え
も平成になってから行われています。
また、もう 1つは河口の付替え、先程、河口か
らの航空写真を見ていただきましたが、まっすぐ
に日本海に注ぐよう付替え工事（昭和 49 年～昭
和 58 年）を行いました。
こちらは、湖山川ですが、千代川に合流せずに
鳥取港に流れます。この上流に、砂で塞がれて池
となった湖山池があります。先程ジオパークでご
紹介しました潟湖です。日本海沿岸にはたくさん
ありますが、湖山川から港の方に入っているとい
う状況です。
こちらが、河口の河道の付替え前と付替え後の
姿です。
最近の治水対策状況ですが、流下能力が不足し
ている区間（主に中流部）の堤防の嵩上げ、拡幅
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などの築堤や改修を行っています。
下流部では、ご覧のように殿ダム建設事業とか、

後で出てまいりますが治水緑地などの整備を行っ
ています。つまり千代川水系の治水対策を様々な
治水手法で整備し、洪水被害を防いでいただいて
いるわけです。
これは浸水想定区域図ですが、このように千代

川沿いは、ほとんど被害が想定されています。
市民の皆様にハザードマップなどでも周知、注

意喚起を促しています。

3、大路川の治水対策について　
大路川は、千代川水系の支川の流域面積

31.1km2、流路延長 9.9kmの 1級河川です。
　治水対策として、堤防整備、治水緑地の整備

などを行っています。また、洪水時に本川水位が
高いということで、ポンプ場の整備などを行って
います。どこでもやっておられると思いますが、
複合的な対策を行っている例であります。
少し急いで先に進めさせていただきますが、今

でも鳥取市内で、毎年被害などが起こるのは、本
川水位が高く、ポンプ場などの内水対策をして防
ごうとしても、どうしても排水できないため、床
下浸水、場合によっては、床上浸水被害がわずか
ながら起こるところでして、田園地帯の住宅化が
進んで、治水がなかなかうまくいかないというこ
とが実際にあります。
大路川の改修の経過をご覧いただいています

が、防災調整池や治水緑地などの治水対策を行っ
ています。これは、改修整備の状況ですが、堤防
強化や遊水地 2 箇所などの整備が行われていま
す。
また、雨水排除や排水機場の整備などの内水対

策も行っています。
大路川流域では、早急に総合的な治水対策を行

う必要があることから、「大路川流域治水対策協
議会」を設置して、平成 23 年～ 25 年度までの間、
総合的に治水事業を完成させていくよう進めてい
ます。

4、殿ダム建設事業について　
殿ダムは、直轄では唯一のロックフィルダムと

して建設され、平成のピラミッドというようなこ

とを地元でも愛称として呼んでいまして、総事業
費 950 億円、平成 23 年度に完成した多目的ダム
です。
建設場所は、千代川水系袋川上流の国府町、兵
庫県境に近い位置にあり、「因幡万葉湖」という
湖ができたということで、千代川水系でも最大の
ダムであります。
建設の目的は、洪水調節、河川環境の保全はも
とより水道用水、工業用水、水力発電といった機
能をもっています。
洪水調節では、ダム地点で 400m3/s を調節し
て放流、鳥取市の水道用水として最大 1 日 2 万
m3 の取水、工業用水として鳥取県企業局が最大
1日 3 万 m3 の取水を可能としているほか、水力
発電として最大 1100kwを発電するという機能を
もっています。
ダムの型式・諸元ですが、堤高 75m、堤頂長
294m、堤体積約 211 万 m3、総貯水容量 1240 万
m3、有効貯水容量1120万m3などとなっています。
これは、断面図ですが、設計最高水位は、標高
197.0m、洪水時最高水位 194.5m、平常時最高水
位 182.8m となっています。
殿ダム建設事業は、昭和 37 年 1 月に鳥取県が
予備調査を開始したことが始まりとなっていま
す。
その後、昭和 43 年 4 月に鳥取県から事業を引
継ぎ、国の直轄事業として、調査が始まり、昭和
45 年 6 月に予備調査に関する覚書の取り交わし
が行われました。
この予備調査を経て、昭和 62 年 8 月実施計画
調査の協定書の調印が行われ、平成 3年から本格
的に、ダム建設事業に着手しました。
ダム本体工事は、平成19年6月に起工式を行い、
平成 22 年 10 月にダム本体の盛立て工事を完了し
ました。
また、試験湛水は、昨年 3月に始まり、最高水
位に到達を経て、4月に無事試験湛水を終了し、
平成 23 年度に完了しました。
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（経過の写真紹介）
これが、建設前のダムサイトの場所です。
実施計画調査の協定書調印（昭和 62 年 8 月）

の状況です。
用地調査の開始（平成 5年 1月）ですが、寒い

中を当時の木村国府町長さんをはじめ多くの関係
者の皆さんの立会のもと、調査を始める状況です。
そして、損失補償基準協定書の調印（平成 9年

12 月）が行われました。当時の西尾県知事さん、
関係者の皆さんの調印、握手の状況です
これは、集団移転移住地は 3箇所（集団移転墓

地 2箇所）の状況です。
付替道路工事を平成 12 年に着手し、平成 21 年

に主要な県道の付替えも完成しました。
ダム本体工事は、平成19年6月に起工式を行い、

鹿島建設さんが担当されました。
平成 23 年 4 月 5 日に試験湛水で最高水位に到

達をしたというところであります。このあと、ゆっ
くり放流をしました。田植え時期に冷たい水を流
してはいけないというようなことで、5月に入る
までに放流するというようなことをされたように
記憶しています。
これは、利水放流ゲート、袋川発電所の状況で

す。そして、殿ダムの完成式は、昨年 11 月 27 日
に行い、地元の皆さんとともに大いにお祝いをし
たところです。
また、殿ダムでは、ダムの洪水吐けに、国内初

となる「カスケード型減勢工」、取水設備では、
国内で四例目となる「連続サイフォン式選択取水
設備」を採用しています。
これが殿ダム管理支所で、今年 4月から運用開

始をしています。
殿ダム治水効果は、この計画高水流量配分図

をみていただけたらと思いますが、ダム地点で
400m3/s を調節して、150m3/s で放流するという
ことで、ピークをカットして、ダム下流域から袋
川にそって千代川に至るまでなだらかに流してい
く、治水上非常に重要な機能、ダムの機能効果を
発揮するというものであります。こちらは、その
殿ダムの浸水想定区域図です。
これは、鳥取市の内水対策を行っている状況で

す。

5、水害を軽減するための取り組み　
水害を軽減するための取り組みですが、どこの
地域でも行っていると思いますが、主要な観測所
の水位情報の提供を行っています。先程の大路川
でも水位観測所を設置し、監視カメラや 10 分毎
の水位情報をネット配信しています。
千代川の本川では、橋脚に河川水位の危険度を
示す基準水位の表示とか、最近では、ダム貯水位
とか、水位観測所における氾濫発生情報などオン
タイムで情報発信、提供をいただいています。
また、洪水ハザードマップは、合併後の平成
20 年～ 22 年度に全戸配布いたしました。これを
もとに鳥取市全域にわたる地域の自主防災組織
（組織率約 95%）が、各地区公民館などで治水に
ついてのいろんな危険度の勉強をして避難等につ
いても話し合っているという状況です。避難所の
位置や防災機関等の連絡先も記載されていて、浸
水深さがどの場所でどんな水位になるのかという
ようなことができるだけわかりやすく作成してい
ます。
また、鳥取市では、地域防災計画を昨年の東日
本大震災も踏まえ、総合的に見直しを行いました。
この中で、島根原発が 100 キロ少し先にありま
すので、原子力災害対策についても位置付けたこ
と、津波被害想定をした津波災害対策を改めて強
化をしたといったようなことをしています。
災害・防災情報伝達は、重要なことは言うまで
もないことですが、防災無線、ケーブルテレビの
告知端末、テレビ・ラジオでの放送、コミュニティ
FMへ緊急に割り込んで情報を流せるようになっ
ています。その他、いろいろな情報源にすべて災
害関係情報を流すということにしていますし、広
報車等での巡回広報など対応を行っています。ま
た、自主防災会、町内会に電話連絡等も進めてい
るようにしております。こうしたマルチのジャン
ルを使って情報伝達を行うようにしています。
鳥取市では、自主防災会のリーダー養成研修会
を行っていまして、これはその一風景ですが、そ
ういったことに力を入れております。それから災
害応援協定も多角的に締結しています。
東日本大震災では、郡山市が姉妹都市でして、
こちらに支援をいたしました。また、関西広域連
合として宮城県を中心に鳥取県は応援するという
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ことになっていましたので、宮城県を中心とした
避難所の運営とか、いろいろなことに市の職員全
体で 190 名が参加をして救援活動に努めていま
す。そして、現在も 1名の職員を常時派遣してい
ます。
また、千代川流域では、いろいろな防災学習会

などを実施しています。地区の防災マップを地域
住民の皆さんが直接作成にあたり、地域ごとに作
成していただくということを積極的に支援してい
まして、防災リーダーあるいは防災コーディネー
ターといった方が出向いて、地域の皆さんに指導・
助言を行いながら作成するなど、地域防災力の強
化を進めています。そのようなことで、富桑地区
の防災マップなどができています。

6、鳥取県で開催されるイベントの紹介
これから開催されるイベント紹介ですが、ご覧

いただいていますようなイベントを開催します。
国土交通省所管では、「全国都市緑化とっとり

フェア」ですが、来年の 9月に湖山池で実施しよ
うと思っています。今年は、ご当地グルメの祭典
「B-1 グランプリ」とか、「国際まんが博」が行わ
れます。
「砂の美術館」開催中としておりますが、これ
は一シーンです。今回は、イギリスをテーマにし
ています。なぜイギリスをテーマにしているかと
いいますと、ロンドンオリンピックが今年の 7月、
8月に開催されるオリンピックイヤーだというこ
と、エリザベス女王、現女王エリザベス 2世とい
うことになりますが、即位 60 年のお祝い、この間、
天皇皇后両陛下もいらっしゃったのですが、そう
いったことでイギリスを取り上げています。ご覧
いただいておりますのはごく一部のもので、いわ
ゆるイギリスで、酒場の風景と言いますか、港の
近くの酒場の風景みたいなものを表現したもので
す。

7、終わりに
終わりに、私から一言二言付け加えたいと思い
ます。
まず、長い千代川流域の治水事業の歴史です。
これは国の力で計画的に長期間にわたって整備を
進めていただいたということがあります。河川事
業、1年では、少ししか進まないように見えます
が、継続的に取り組んでいただくことで、とても
大きな効果が出る、大正 7年と平成 23 年の違い
をご覧いただいたと思いますが、それを直轄事務
所との緊密な連携で、災害時の防災ができて、こ
の市町村こそ災害対策基本法にもありますが、住
民の生命・財産を守る主管の責任者として自覚を
して、覚悟をもって取り組んでいるわけでありま
すが、こちらに対する的確な情報が直轄の事務所
からの情報で行うもので、いざ災害が起こってか
らの対応という議論はありますが、それ以前にそ
ういう計画的・長期的に、将来にわたる計画を立
てての事業の取り組みや日頃の的確な管理と情報
発信など様々な努力をしていただいておりまし
て、これは他の機関にとって代わる器はない　と
いうふうに私は思っています。
現在、地方分権の議論の中で、地方整備局や事
務所が取り上げられていますが、やはりこれは非
常に慎重に扱わないと問題になるということで、
他市や国は広域連合、関西広域連合とか、あるい
は中国地方、また県内で議論されるとき、そういっ
たことを申し上げているところであります。
以上で私の報告を終わらせていただきます。
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世界ジオパークネットワーク加盟

山陰海岸ジオパーク ・ 砂の美術館

鳥取砂丘・ジオパーク推進室
87

夏の風物詩 「鳥取しゃんしゃん祭り」

毎年８月、 ４千人を超える
踊り子が一斉に踊る

6

「ふるさと」歌碑

岡野貞一（鳥取市出身） 東京音楽学校（現東京芸大）卒業。
文部省唱歌編さん委員として大正から昭和にかけて「ふるさ
と」「春がきた」など多くの唱歌を作曲する。5

仁 風 閣

仁風閣（国指定重要文化財/昭和４８年）

4

鳥取城跡「巻石垣」の復元（Ｈ24年5月）
お城の石垣崩落防止工法で、外形が球面状の石垣は、国内唯一の学術的価値があります。

復元された「巻石垣」

3

鳥取城跡

鳥取城跡（国指定史跡/昭和３２年）

2

ＪＲ鳥取駅

鳥取市役所

鳥取県庁

久松山

鳥取県鳥取市（平成１６年１１月 ８町村を編入合併）
行政区域面積 ： ７６５．６６ｋｍ2
人 口 ： １９５，０３９人（７７，１８８世帯） Ｈ２４年３月現在

鳥取県 鳥取市の紹介
鳥取市

1

鳥取市長 竹内 功

2012.5.30 第64回全国治水期成同盟会連合会

Ｎ
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材料は砂と水のみ！

展示が終わると、作品を崩して砂を再利用します。
16

儚さゆえの美しさ～砂の彫刻～

１期～４期 開催期間でのご来場者数は・・

１００万人 を超えました！

2006年～2010年までに４期に渡って開催しました

メ

モ

15

来館者の９０％以上に「来て良かった」と答えていただきました。

世界で唯一、砂の彫刻を展示する美術館

■砂の彫刻「砂像」を国内外で唯一、常設展示。

■10万年以上前の「古砂丘の砂」によって制作。

■山陰海岸ジオパークの地質遺産「鳥取砂丘」から、

砂の新たな芸術・文化を創造。
14

第２期展示『兵馬俑』

世界初!!
鳥取砂丘砂の美術館

平成24年4月14(土） ＯＰＥＮ

13

１ 保護・保全
・鳥取砂丘ボランティア除草
・砂丘一斉清掃

２ 体験学習
・出前講座、現地学習会
（各地区公民館、小中学校ほか）

４．鳥取市の主な取り組み ～ソフト事業～

３ 人材養成
・ジオガイド養成講座

12

３．鳥取市の主なジオスポット
鳥取砂丘・周辺

風紋 オアシスらっきょう畑

一ツ山離水海食洞 多鯰ヶ池 11

湖山池 白兎海岸 雨滝

山陰海岸ジオパークの特徴は、まさに「地形・地質の博物館」です。
日本列島が大陸から分かれていった様子が数多く観察することができます。

２．山陰海岸ジオパークの特徴

10

１．山陰海岸ジオパーク

9
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24

千代川流域の雨量

※ 全国の平均値は気象庁の新平年値（統計期間：1981-2010年）から作成

千代川流域は中国地方の中でも雨が多い地域で、年間降水量は約2,000ミリと
全国平均の約1,600ミリ、中国地方平均の約1,700ミリよりも多くなっている。

気象観測地点の年間平均降水量
（平成１３年～平成２２年）

0

500

1000

1500

2000

2500

鳥取 若桜 智頭 佐治 全国

降水量（mm）

23

鳥取市内の地盤高は千代川の水位より低い

袋川

千代大橋より上流側を撮影

22

ＪＲ鳥取駅

袋川（国交省/殿ダム）

大路川（鳥取県）

千代川（国交省） Ｎ

21
21

20

千代川流域の特徴
■千代川は、流域面積1,190km2、幹川流路延長約52kmの一級河川
■流域は、山地が約92％、農地が約7％、市街地が約1％の山地河川
■下流部の鳥取市に人口・資産が集中している

A

B

殿ダム

19

鳥取県の河川

資料提供：鳥取県

18

殿ダム等による千代川の殿ダム等による千代川の
治水対策について治水対策について

資料提供：国土交通省鳥取河川国道事務所

オープニングテーマ

砂で世界旅行・イギリス
～語り継がれる大英帝国の繁栄と王室の誇り～

イギリスの文化、歴史的な人物や建築物、

文化、歴史的事項に触れながら、栄華を

誇った大英帝国、また王室の歩みを砂像で

表現。イギリスの首都ロンドンの街並みも

出現し、過去と現代のイギリスの両方が楽

しめます！

17
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野球場 サッカーグランド

台風12号による千代川広場の被災状況

32

千代川

31

千代川

千代川

鳥取市用瀬町美成地先

近年では、平成１０年、平成１６年に次ぐ洪水となった。

○ 被災箇所

八
東
川

八東川（片山水位観測所）

袋川

袋川

新袋川

源太橋

P

古海排水機場
（1.0m3/s×4）

千代川（内水排除） 鳥取市下味野地先

河岸侵食

台風12号の被災状況

千代川（中橋・雛橋）

護岸背面の吸い出し

30

台風１２号（Ｈ２３年９月２日～４日）はゆっくりとしたスピードで四国・中国を横断。
雨は長時間続き、千代川流域平均雨量は2日間（9/2日4時～4日4時）で、268.9mmを記録。
※概ね100年に一回程度発生する千代川流域の平均雨量は325mm/2日 （台風12号は約8割に相当）

行徳水位観測所　ハイドログラフ
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はん濫注意水位　4.7m

千代川流域平均雨量（テレ）
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９月２日４時から４日４時までの２日間で、２６８．９mmを記録

9/4

行徳水位観測所
千代橋

３日夕方頃の千代橋付近

268.9mm

平成２３年９月 台風12号の概要

21時:10分 ピーク水位 5.01m

29

千代川の最近の水害千代川の最近の水害

28

千代川の過去の水害

鳥取市東町(鳥取県庁前)

昭和54年10月洪水

水没したバスの上で
救助を待つ人々

湯所川湯所川

鳥取市湯所

袋川袋川

湯所排水機場

湯所川湯所川

27

洪水侵入線表示（大正７年９月：市役所玄関前）

26

千代川の大洪水被害

洪水名 成因 2日雨量 家屋被害

大正7年 9月洪水 台風 204mm/2日 破損・浸水：13,888戸

大正12年 9月洪水 台風 325mm/2日 破損・浸水：11,097戸

昭和54年10月洪水 台風20号 285mm/2日 破損・浸水： 1,355戸

平成10年10月洪水 台風10号 165mm/2日 破損・浸水： 201戸

平成16年 9月洪水 台風21号 202mm/2日 破損・浸水： 38戸

平成23年 9月洪水 台風12号 269mm/2日 破損・浸水： 2戸

千代川のこれまでの大洪水は、ほとんど台風期（９月～１０月）に発生千代川のこれまでの大洪水は、ほとんど台風期（９月～１０月）に発生

25

気温は鳥取観測所（気象庁）では、30年あたりで約１℃上昇している。
日雨量100mm以上の発生回数は、30年あたりで約２倍に増えてきている。

近年の千代川の気象状況

鳥取気温観測所鳥取気温観測所((気象庁気象庁))

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

1978 1983 1988 1993 1998 2003

平
年
差

（
℃

）

年

観測所の位置
田後（国）

●

●

凡例
気温観測所
海面水位観測所

●

●

鳥取（気）

+1.0℃/30年

0

20

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 9 0 0 1 9 1 0 1 9 2 0 1 9 3 0 1 9 4 0 1 9 5 0 1 9 6 0 1 9 7 0 1 9 8 0 1 9 9 0 2 0 0 0 2 0 1 0

年
間
合
計
日
数

年

52.0日
（1978-2007年平均）

52.0日
（1978-2007年平均）

42.8日
（1901-1930年平均）

42.8日
（1901-1930年平均）

約1.2倍

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1
9
7
8
年

1
9
8
0
年

1
9
8
2
年

1
9
8
4
年

1
9
8
6
年

1
9
8
8
年

1
9
9
0
年

1
9
9
2
年

1
9
9
4
年

1
9
9
6
年

1
9
9
8
年

2
0
0
0
年

2
0
0
2
年

2
0
0
4
年

2
0
0
6
年

出
現
回
数

1978～1987 1988～1997 1998～2007

平均0.3回 平均0.8回 平均0.6回

約2.0倍

千代川流域千代川流域((鳥取観測所（国土交通省）鳥取観測所（国土交通省）))

全国平均全国平均((全国全国5151地点合計値地点合計値))

44.2日 52.5日 58.6日

約1.3倍

出典）気候変動監視レポート2008（気象庁）

※緑線：11年移動平均値（当該年と前後5年間の平均値）

※青線 ：5年移動平均値（当該年と前後2年間の平均値）

日雨量日雨量100mm100mm以上の年間発生日数以上の年間発生日数

年
間
合
計
日
数

日 日 日

年間気温の平年値との差年間気温の平年値との差



平成 24 年 6 月 12 日発行 治水特別号 第 703 号

－ 12 － － 13 －

40

大路川の流域特性 【市街化の進行状況】

 

山
白
川

 

新袋川

千代川

大路川

昭和39年頃は，農
家を中心とした集落
が存在する程度
で，田園地帯となっ
ている

S39

 

山
白
川

国道 29号

 

新袋川
千代川

大路川

平成16年頃になる
と市街化はさらに
進み，ポンプ場設
置箇所付近にわず
かに水田が残る。
国道29号から南側
に市街地の進行が
見られる。

H16

大路川流域での市街化の進行

○浸水被害を生じやすくする特性
○流域の市街化が急速に進行し、降雨の貯留
機能が低下
→ 降雨流出量が増大

○大路川下流部の河床勾配が1/1640程度で
緩やかなため、千代川本川の水位の影響に
より大路川自体の水位が上がる

○市街地の排水路敷高が低く、堤防に守られた
土地の雨水（内水）が滞留しやすい
→ 浸水被害（内水被害）が発生しやすい

○大路川と千代川の堤防背面の低平地に市街
地が密集
→ 決壊時の被害(外水被害)の危険性

が増大

人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数

1960 S35 10,978 - 107,386 - 9,100

1965 S40 11,553 - 108,860 - 9,078

1970 S45 12,176 - 113,151 - 8,591

1975 S50 13,801 - 122,312 - 8,477

1980 S55 17,522 - 131,060 - 8,567

1985 S60 22,112 - 137,060 - 8,504

2005 H17 35,440 12,307 149,606 57,070 8,592 2,787 199,263 72,060

2010 H22 35,868 13,262 148,479 59,873 8,708 3,070 195,568 75,496

年次
行政区域内

旧鳥取市 旧国府町 鳥取市
大路川流域

【大路川流域内人口の動向(S35～H22）】

外水被害
・河川内の流下能力不足により発生する
越水被害

・河川断面の拡大や貯留施設により改善
する

・家屋流出等の壊滅的被害の危険性が大

内水被害
・雨水排除ができないことにより発生する
浸水被害

・内水ポンプにより河川へ排出することに
より改善する

・家屋流出等の壊滅的被害の危険性は小

河川
河川堤防 堤防

39

●大路川流域の概要

〇鳥取市の市街地の南側に位置

鳥取市中心部に近いため市街

化・人口増加が顕著

・流域面積：31.1km2

・流路延長：9.9km

・南部の山地地帯と北部の低平地に
分かれている

→北部の低平地は堤防に守ら

れた内側の土地

※洪水時には本川水位が高い

 Ｎ

0 20km

鳥 取 県 全 図

日 

野 

川 

天 

神 

川 

千 

代 

川 

日 本 海

倉吉市 ◎ ◎ 米子市 

◎ 境港市  

大路川流域 

凡  例 
    ：河川 
    ：流域界 
    ：行政界 
    ：主要な山 

：管理区間 

大路川の流域概要

千千
代代
川川

大
路
川

大路川治水対策について大路川治水対策について

資料提供：鳥取県
38

Ｎ

河原町総合支所

国府町総合支所

用瀬町総合支所

鳥取市役所

千代川

新袋川・袋川

八東川

袋川

千代川水系浸水想定区域図

37

国英箇所
(④築堤 H17～H22年度）

※H22年度完了

宮ノ下箇所
（⑥築堤5.4k～6.6k付近）

古海箇所
（②河床掘削 H21年度～実施中）
（⑥樹木伐開 H21年度）

築堤

千代川の最近の治水対策状況

渡一木(下流）箇所
（③築堤 H20年度～H21年度）

築堤

※H21年度完了袋河原箇所
（②築堤 H21年度～H22年度）

築堤

※H22年度完了

稲常箇所
（①築堤、⑧樹木伐開 H19年度～実施中）

築堤

樹木伐採

河床掘削

用瀬美成箇所
（⑤築堤、⑤河床掘削）（H11～H18年度）

樹木伐採

※H23年度完了

中郷橋 H23年度完了箇所

H17年度施工済

殿ダム ※H23年度完成

3635

 

本本川川付付替替（（捷捷水水路路））
((TT1155～～SS66)) 

袋袋川川付付替替((新新川川開開削削))  
((SS33～～SS99)) 

付替以前の河道 

河河口口のの付付替替ええ  ((SS4499～～SS5588)) 

大大路路川川合合流流点点付付替替  
((HH1100～～HH1133)) 

現在の河口（平成16年時点）

河口付け替え前(昭和50年頃）

日本海

大正７年の洪水をきっかけに、下流流路の付替え、袋川の開削付替え、河口の付替えなど、
千代川の洪水から地域を守るための治水対策に取り組んできた。

千代川の改修事業

34

江戸時代の千代川

千千
代代
川川

袋川袋川

千千
代代
川川

33

千代川の治水対策千代川の治水対策

資料提供：国土交通省鳥取河川国道事務所
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万葉の歴史と 自然恵みに誘われる
因幡のふるさと文化圏づくり

～万葉のきらめき・古里のいとなみ・湖畔へのいざない・
因幡につながる殿ダム水源地域ビジョン〜

資料提供：国土交通省鳥取河川国道事務所

殿ダム事業について

河 川

農 地

下水道

行政機関

学識経験者

地域関係者

「「ソフト及びハードの一体的整備による、水害に強いまちづくりの早期実現」を目指す
Ｈ２３年度設立協議会で避難誘導体制、アクションプログラムの決定

○協議会
・浸水シミュレーションに基づく、避難誘導体制の検討
・ハザードマップ、気象情報を活用した避難行動の検討
・ハードの連携整備のアクションプログラム検討

○ ソフト整備： 迅速・的確な避難体制を充実させるための支援

・浸水シミュレーション、洪水監視システムの整備
・浸水規模・避難標識設置

○ ハード整備：アクションプログラムによる事業連携による整備

・河川事業、下水道事業等の推進（継続）
・農地、ため池等の活用

平成２３年度から平成２５年度までの３ヶ年で、河川事業の枠を越えて流域
関係者が協働し、早期な流域治水対策を実施

３

大路川流域治水対策協議会の設立

大路川流域治水対策協議会

47

46

大路川浸水シミュレーション(浸水範囲の広がり図)

図面凡例

千千
代代
川川

45

大路川浸水シミュレーション(最大浸水深図)

図面凡例

千千
代代
川川

44

大路川の改修整備の現状（内水対策）

○内水対策の現状

◆下水道整備による雨水排除

◆排水機場整備による支川（山白川等）から

本川への排水

大
路

川

１ 2

3
4

5

6

7

8 9

10

排水機場
(清水川排水機場：県管理)

下水道ポンプ場
(的場ポンプ場：公共下水道)

《参考》

《参考》

排水ポンプ整備
・内水を河川にポンプで排出

河川 堤防

現況(m3/s) 増分(m3/s) 計画(m3/s)

N0.1 1.00 － 1.00

No.2 1.00 － 1.00

No.3 2.00 0.60 2.60

2 吉成ポンプ場 鳥取市（公共下水道） S63.4 No.1 3.03 4.53 7.56

3 宮長第二ポンプ場 鳥取市（公共下水道） H12.6 No.1 2.27 3.93 6.20

4 宮長ポンプ場 民間（公共下水道）⇒市 S62.3 N0.1～2 0.80 △ 0.80 廃止

5 山白川排水機場 鳥取県 － No.1 － 4.00 4.00

6 的場ポンプ場 鳥取市（公共下水道） H7.4 No.1 1.83 7.97 9.80

7 西大路排水機場 鳥取県 S57.6 No.1 2.70 2.00 4.70

8 東大路ポンプ場(No.1) 鳥取市（内水河川） H21.4 No.1～2 0.20 － 0.20

9 洗井川排水機場 鳥取県 H8.3 No.1～5 5.00 － 5.00

10 東大路ポンプ場(No.2) 鳥取市（内水河川） H20.8 No.1～2 0.20 － 0.20

鳥取県 Ｓ６１．８

ポンプ能力
番号 施設名 管理者

運転開始
年月

ポンプNo.

1 清水川排水機場
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大路川の改修整備の現状 【外水対策】

流下能力確保

・河川の断面を
拡大して流下
させる水量を
増やす

流出貯留

・降雨の流出を貯留して河川内の流量を
低減する

[大路川治水緑地]

堤防強化（堤防腹付け）

・堤防幅の薄い箇所を補強する

H23.4.25

○外水対策の内容

BHWL 1
.5
m

砂田川放水路からの
流出を貯留

大路川本川からの
流出を貯留

H２４年度完成

遊水池

遊水池

42

大路川改修整備の現状 【改修の経緯】

改 修 経 緯 図 ○古くは、昭和１０年より大路川改修が
開始され、昭和５０年代までに千代川
合流点より約４ｋｍの区間が整備され
た

○昭和51年、昭和54年に規模の大きな
浸水被害を受けたことから、昭和５７
年までに、1/20年確率規模(時間雨
量63mm程度)の河道計画により、
千代川合流部～大路山まで河川改修
を実施

○津ノ井ニュータウン開発計画に伴い
昭和６２年度に防災調整池２基を
整備（貯留機能を向上）
平成14年度には千代川合流部を
下流側へ付替（ｽﾑｰｽﾞな流下：国事業）

○上記開発計画に伴い、流域の治水
安全度を1/20年確率規模から
1/50年確率規模（現行計画雨量：
時間雨量74mm程度）に見直し、

大路川と砂田川の合流点に治水
緑地（計画的遊水池）の整備を計画

◆現在、着実に改修整備を実施中
①治水緑地下流部

⇒堤防の強化
②治水緑地上流部

⇒河川断面の確保
③治水緑地の整備

⇒貯留機能の確保

鳥取市

八頭郡八頭町

千 代 川

袋川

Ｎ

鳥取市

八頭郡八頭町

千 代 川

袋川

ＮＮＮ

大路川工区L=1,117ｍ
山白川工区L=3,103ｍ
（災害助成）(S54～57)

(

吉成工区(H1～)
L=1 ,170ｍ

大路川工区
(S57～)L=4,185ｍ

洞ノ川工区
(S59～)L= 1,843ｍ

公園防災調整池

(県)(S59～62)

V=46,500m3

大池防災調整池

(県)(S59～S62)

V=115,000m3

治水緑地
(H1～H24 )
A=5.83ha
V=149,800m3

西大路排水機場(県)

(S54～57)P=2.7m3/s

清水川排水機場(県)

(S55～H6)P=4.0m3/s.

宮長宮長ポンプ場(民間)

(S62)P=0.8m3/s

吉成ポンプ場(市)

(S63)P=3.0m3/s

的場ポンプ場(市)

(H7)P=1.8m3/s

宮長第二ポンプ場(市)

(H12)P=2.3m3/s

洗川排水機場(県)

(H9)P=5.0m3/s

津ノ井ニュータウン

千代川合流部付替(国)

(S63～H14)L=700m
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大路川の流域特性 【浸水被害実績】

○過去の内水浸水被害実績
○内水被害により多くの地域で頻繁に浸水被害が発生

写真－1 大路川流域における浸水状況（吉成）

写真－2 大路川流域における浸水状況（吉成）

鳥取市

八頭郡八頭町

千
代
川

袋
川

Ｎ

凡 例
：法河川（指定区間
：流域界
：行政界
：浸水範囲

日雨量
時間
雨量

床上
浸水

床下
浸水

計

S40.9.10～11 156.8 35.7 － － － － － 297 大路川・砂田川 台風23号
S47.7.10～13 127.5 24.5 － － － － － 351 清水川 梅雨前線豪雨
S51.9.8～13 187.5 40.0 (153.0) (112) (253) (365) － 283,182 大路川・砂田川・清水川 台風第17号

S54.10.18～19
160.5 24.5 197.5

(445.0)
94

(329)
202

(218)
296

(547)
400,498 498,525 大路川・砂田川・清水川 台風20号

S55.5.17～22 150.5 22.0 － － － － － 2,176 大路川 豪雨
S55.8.14～9.5 35.0 18.5 － － － － － 8,898 清水川 豪雨
S56.7.3 178.0 68.0 － － － － － 108,881 大路川・砂田川・清水川 梅雨前線豪雨
S60.6.21～7.14 62.5 41.5 － － － － － 18,704 大路川 梅雨前線豪雨
H2.9.17～20 157.5 18.5 19.8 － 44 44 14,664 4,343 清水川・山白川 台風第19号
H10.9.18～26 133.5 31.0 0.42 － － － 1,048 2,739 洞ノ川 豪雨、台風6～7号
H10.10.17～18 91.5 40.5 (40.0) (1) (30) (31) － － 大路川流域 台風10号

H16.9.28～10.1 145.0 31.5
0.054
(81.0)

1
(1)

2
(2)

3
(3)

7,477 9,043 大路川 台風21号

注） 浸水被害出典：水害統計 （ただし、( 　)数字は鳥取県資料）
雨量：鳥取地方気象台（鳥取観測所雨量）

被災河川 備　　考
雨量（mm）

洪水年月日
建物被害（棟） 公共施

設被害
（千円）

一般被
害額

（千円）

浸水
面積
(ha)

大路川流域における浸水被害実績
（昭和54年10月台風20号）

川流域における浸水被害実績
（昭和54年10月台風20号）

昭和５４年１０月台風２０号

昭和５４年１０月
台風２０号
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（平成５年1月21日）

56

（昭和62年8月7日）

55

5453

殿ダム建設事業の主な経緯

昭和 ３７年 １月 鳥取県が予備調査開始
４３年 ４月 鳥取県から引継、国直轄事業として予備調査開始
４５年 ６月 予備調査に関する覚書取り交わし
６０年 ４月 実施計画調査開始
６２年 ８月 実施計画調査の協定書調印

平成 ３年 ４月 建設事業着手
４年 １月 建設事業基本協定書調印
５年 １月 用地調査開始
６年 １月 殿ダム建設基本計画の公示
９年１２月 損失補償基準協定の調印

１１年 ３月 水源地域整備計画決定
１７年 ６月 殿ダム建設基本計画の変更公示
１９年 ６月 ダム本体着工
２１年１０月 付替県道全線開通
２２年１０月 ダム本体盛土完了
２３年 ３月 試験湛水開始

４月 試験湛水完了
２４年 ３月 ダム建設事業完了

殿ダム建設事業の経緯

52

殿ダムの断面図・貯水容量配分

出展：「殿ダム事業概要」より51

殿ダムの形式・諸元

位 置 鳥取市国府町殿地先 集水面積 ３８．１Ｋｍ2

型 式 ロックフィルダム 湛水面積 ０．６４Ｋｍ2

堤 高 ７５．０ｍ 総貯水容量 １２４０万ｍ3

堤頂長 ２９４ｍ 有効貯水容量 １１２０万ｍ3

堤体積 約２１１万ｍ3 設計最高水位 標高１９７．０ｍ

堤長標高 ２００．０ｍ 洪水時最高水位 標高１９４．５ｍ

平常時最高水位 標高１８２．８ｍ

ダ ム 貯 水 池

資料提供：国土交通省鳥取河川国道事務所 50

殿ダム建設事業の目的殿ダム建設事業の目的
全体事業費：９５０億円（平成２３年度完成）

【目 的】
洪 水 調 節 （ダム地点の洪水量400ｍ3/ｓを調節、150ｍ3/ｓを放流）
河川環境の保全 （流水の正常な機能の維持）
水道用水の供給 （鳥取市 水道用水 最大２万ｍ3/日 取水可能）
工業用水の供給 （鳥取県 最大３万ｍ3/日 取水可能）
水 力 発 電 （鳥取県 最大１，１００ＫＷ）

49

殿ダムの建設
殿ダムは、千代川水系袋川（鳥取市国府町）に平成２４年
３月に完成した多目的ダムです

殿ダム

出展：「殿ダム事業概要」より

Ｎ
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殿ダム完成式 （平成２３年１１月２７日）

64

（袋川発電所 平成23年6月30 日運転開始）

63

平成23年4月6日撮影） 62

（平成19年6月27日）

61

（平成21年10月9日）

60

（H12.5.20）

59

58

殿ダム

ＪＲ鳥取駅

集団移転移住地（３箇所）
集団移転墓地（２箇所）

57



平成 24 年 6 月 12 日発行 治水特別号 第 703 号

－ 16 － － 17 －

72

水害を軽減するための取り組み水害を軽減するための取り組み

71

鳥取市の内水対策 （公共下水道事業【雨水】（秋里処理区））

千代川

ＪＲ鳥取駅

鳥取市役所

内水排除ポンプ場

Ｎ

国

県

市

内水排除ポンプ場

雨水管新設

市

市

70

千代川水系 浸水想定区域図（袋川：殿ダム）

ＪＲ鳥取駅

鳥取市役所

袋川

千
代
川

行徳(合流点）

宮下

Ｎ

出展：「殿ダム事業概要」より69

千代川・殿ダム（袋川）の治水効果

計画高水流量配分図 洪水調節図

出展：「殿ダム事業概要」より

68

殿殿 ダダ ムム のの 治治 水水 効効 果果

（平成24年4月 運用開始）

67

6665
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富桑地区、大正地区、明徳地区において防災学習会を開催

大正地区防災学習会
（10月29日）

富桑地区防災学習会
（平成23年9月10日）

明徳地区防災学習会
（11月26日）

千代川流域での取り組み事例紹介

千千 代代 川川 流流 域域 圏圏 会会 議議

8079

鳥取市における災害時応援協定について

78

地域防災リーダー養成研修会地域防災リーダー養成研修会

鳥取市自主防災会 組織率 ９４.８パーセント（８３４町内会のうち７９１自主防災会）

災害・防災情報伝達図

77

緊

急

度

高

低

鳥

取

市

市

民

自主防災会
町内会

電話等

自主防災会・町内会等とは必要に応じて、随時連絡。

○市ＨＰ、CATVのL字・文字画面放送、データ
放送、あんしんトリピーメール、エリアメール

○広報車等での巡回（市、消防署、消防団）
ＭＣＡ無線

電話等

※複数の手段を併用。

76

鳥取市地域防災計画（平成２３年度）

75

洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ

鳥取市 全戸配布
（平成20年度〜

平成22年度）

防災機関の連絡先

避
難
所
の
位
置
・
連
絡
先

74

５

４

３

２

１

危険度
レベル

はん濫の発生

はん濫危険水位
家屋浸水や川がはん
濫するおそれのある
水位

避難判断水位
避難行動を行う目安
となる水位

はん濫注意水位
避難行動の準備を行
う目安となる水位

川の水位

はん濫発生情報

はん濫危険情報
はん濫危険水位
に達した場合

はん濫警戒情報

はん濫注意情報

はん濫危険水位に達する
おそれがある場合または
避難判断水位に達した
場合

はん濫注意水位に
達した場合

はん濫した場合

千代橋の基準水位表示 国土交通省が
提供する情報

千代川の危険度レベルの表示（国土交通省）

千代川 用瀬 3.00 3.50 4.00

千代川 袋河原 3.50 4.30 4.90

千代川 行徳 4.70 6.20 6.70

袋川 宮ノ下 2.70 3.00 3.20

観測所名河川名
避難

判断水位
(m)

はん濫
危険水位

(m)

はん濫
注意水位

(m)

水位観測所の基準水位

73

水位情報の提供

大路川（東大路）における現在の水位情報（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信）の発信について

（監視カメラ） （水位情報：10分ごと）

「鳥取県河川課　防災情報」で検索してください.,

水位情報の
用語説明

⇒　３１０ｃｍ

東大路水位
観測所では

⇒　２４０ｃｍ

⇒　１５０ｃｍ

⇒　１００ｃｍ

水位観測所の設置場所

鳥取市

八頭郡八頭町

千
代
川 袋川

ＮＮＮ

雨量観測所位置
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86

どうぞ鳥取市へおいでくださいどうぞ鳥取市へおいでください

「砂の美術館」「砂の美術館」 開催中開催中

85

第３０回全国都市緑化とっとりフェア

 

世界ジオパークエリアで開催される初の都市緑化フェア 

  全国都市緑化フェアは、これまで都市部での開催でしたが、

水と緑のオアシスとっとり２０１３は、世界ジオパークにも認定さ

れている湖山池という雄大なロケーションの中で開催します。

鳥取流緑化スタイル × ポール・スミザー氏 

身近な野山の草花などの美しさを再発見し生活へと取り込む

スタイル「鳥取流緑化スタイル」を県内外に発信。テーマガー

デンは、全国的に人気のガーデンデザイナー ポール・スミザ

ー氏。鳥取の風土に合う郷土の植物などを使用したナチュラル

ガーデンを展開します。 
県民・市民がつくるフェア 

 県内で活動する緑化ボランティアなどが「協働ゾーン」を企

画・運営。計画段階から参画・参加の機会を設け、多くの県民・

市民の手でフェアを盛り上げます。 

第３０回全国都市緑化とっとりフェア 

水と緑のオアシスとっとり２０１３ 
 
 水と緑あふれる鳥取の風土の特徴や山陰海岸ジオパークの風景、鳥取の自然素材を活かした鳥

取らしいフェアの展開。そして、先進的な技術や取り組みの紹介を通じて、自然を大切にしなが

ら楽しむ「鳥取の心」を全国に発信します。 
また、自然と共に歩む県民・市民の力を集結し、鳥取の風土を活かした緑化を協働により推進

することで、鳥取らしい魅力あふれるまちを育む契機とします。 
 
 開催時期  平成２５年９月２１日（土）～１１月１０日（日） 

 会  場  ＜主会場＞ 湖山池公園お花畑ゾーン（有料） 

   ＜サテライト会場＞ 東郷湖羽合臨海公園 

とっとり花回廊 

 テ ― マ  「ともに育てる身近な緑」 

          ～水と緑につつまれた世界ジオパークのまちから～ 

 

 フェアの特徴  

鳥取県・鳥取市・財団法人都市緑化機構 

平成２５年９月２１（土）
〜１１月１０日（日）
鳥取市・湯梨浜町
（湖山池・東郷湖周辺）

84

Ｂ１グランプリ ＩＮ鳥取（近畿・中国・四国）

平成２４年６月９（土）
〜６月１０日（日）
鳥取市（久松公園周辺）

83

鳥取県で開催されるイベントの紹介鳥取県で開催されるイベントの紹介

○「Ｂ○「Ｂ--１グランプリＩＮ鳥取１グランプリＩＮ鳥取（近畿・中国・四国）（近畿・中国・四国）

ＨＨ24.6.924.6.9〜〜6.106.10
○○「国際まんが博」「国際まんが博」

ＨＨ24.8.424.8.4〜〜11.2511.25
○「第○「第6464回全国植樹祭」回全国植樹祭」 ＨＨ2525年春年春

○「第○「第3030回全国都市緑化回全国都市緑化とっとりフェアとっとりフェア」」
ＨＨ25.25.9.219.21〜〜11.1011.10

82

富桑地区地域防災マップ

ブック形式 マップ形式

81

富桑地区での地域防災マップづくり

地域防災マップ作成マニュアルの概略

事前準備

・リーダーを決める

・基図を準備する

・資料を収集する

研修会の開催（ワークショップ１）

・マップ作成の背景・目的を説明する

・マップの仕様（大きさ、片面・両面等）、

マップに記載する情報を決める

まち歩き（ワークショップ２）

・マップに記載する情報の位置を確認する

マップ（案）の作成（ワークショップ３）

・準備するもの

・「まちのつくり」を確認する

・「水害危険箇所」を把握する

・「地域の人的・物的防災資源」を探す

マップの校正（ワークショップ４）

・凡例を決める

・防災に役立つ情報を決める

マップの完成


